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被告人の友人は，「被告人は，最近，『この前興味本位で試しに偽札を作ったが，意外とうまく作れるもんだね』と私に話しました」と証言しています。





Ｅ：





Ａ：





Ｂ：





Ｃ：





Ｄ：





偽札は，一見すると本物ととてもよく似ています。ただ，よく観察すると，本物とは色が少し違っていて，本物と並べて見ると，偽物かもしれないと疑うことができるような外観でした。





偽札は，１枚の紙の表裏に１万円札の表面と裏面がずれないようにコピーして，裁断する方法で作られています。





被告人の部屋には，インクジェットプリンター複合機，カッターマットなどの道具がありました。





被告人の財布の中から，お店で使われた偽札と記番号が同一の本物の１万円札が発見されました。





証拠（事実）





被告人は， 使用する目的で， インクジェットプリンター複合機を用いて，真正な金額１万円の日本銀行券を白紙に複写して裁断する方法で，通用する金額１万円の日本銀行券を偽造し，さらに，商品購入代金の支払として，偽造した金額１万円の日本銀行券を真正なもののように装って，お店で手渡して使用したとして起訴されています。被告人は，偽札を作ったことはあるが本物のお金として使う目的はなかった，また，その偽札を使ったことはないと言って，無罪を主張しています。





事件の概要





お金を作って，使ったか





●１項　行使の目的で，通用する貨幣，紙幣又は銀行券を偽造し，又は変


造した者は，無期又は三年以上の懲役に処する。


※行使の目的（お金として使う目的など）がなければ，処罰されない。


●２項　偽造又は変造の貨幣，紙幣又は銀行券を行使し，又は行使の目的


で人に交付し，若しくは輸入した者も，前項と同様とする。


※偽札だと知らずに使った場合は，処罰されない。





刑法


第148条





Ｆ：





お店で使用された偽札に付着した指紋を鑑定した証人は，この指紋は被告人のものだと言っています。





Ｊ：





犯人は，四つ折りに畳んだ１万円札の上に，本物の千円札を重ねて店員に差し出しています。





Ｈ：





偽札がそのお店で使用された時刻の１分前に，被告人は，友人に，「今自宅でくつろいでいる」という内容のメールを送っています。





Ｉ：





防犯カメラの映像に映った犯人と被告人の衣服は，被告人の部屋の捜索で発見されたものとよく似ています。





Ｇ：





偽札がそのお店で使用された同じ日に，被告人は，ポイントカードを同じお店で使用しています。





お金を作って，使ったか








